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協栄産業株式会社について

社 名

売 上 高 約250億円   グループ合計 約400億円 ※2022年度

従業員数 約200名  グループ合計 約460名 ※2023年4月時点

協栄産業株式会社

主要事業

協栄産業グループ
主要工場

・
主要グループ会社

・合成樹脂の再生加工販売
・再生樹脂の原材料となる廃プラスチックの回収
・廃プラスチックの収集運搬

設 立 1985年

代 表 者 古澤 栄一 資 本 金 1億円

栃木工場
廃プラスチックの一次処理工場

  （1994年8月竣工）

小山工場
多用途向けリサイクルPET樹脂工場  

（2006年1月竣工）

宇都宮工場
ペットボトルの高度な洗浄工場

（2001年4月竣工）

東京ペットボトルリサイクル（株）
（2008年5月全事業を継承）

協栄物流（株）
（1988年4月設立）

東日本PETボトルMRセンター
（2016年7月竣工）

東日本FtoPファクトリー
（2018年11月竣工）

世界初フレーク＆プリフォーム生産工場

MRファクトリー
ボトル to ボトル専用工場
（2012年9月竣工）
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協栄産業株式会社について

飲み終わったペットボトルを
洗浄・粉砕高品質フレークを製造

9社 15工場 31拠点

都市油田の開拓

ジャパンテック㈱

宇都宮工場

協栄産業㈱ 栃木工場

協栄産業㈱小山工場
協栄産業㈱ MR・ファクトリ－

協栄産業㈱

東日本FtoPファクトリー

ジャパンテック㈱

東日本PETボトルMRセンター

フェイス沖縄㈱

協栄産業㈱

広島FtoPファクトリー

協栄産業㈱

滋賀事業所

協栄J&T環境㈱

西日本PETボトルMRセンター

協栄産業㈱

苫小牧工場

ジャパンテック㈱

苫小牧工場

東京ペットボトルリサイクル㈱

お台場工場協栄エコロジー㈱

相模原事業所

協栄産業㈱
静岡事業所

2018年から世界初！
PETフレークから

直接プリフォームを製造
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水平リサイクルを実現したメカニカルリサイクルの優位性（特徴）

【リサイクル工程毎のフロー図】
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BtoB水平リサイクルの意義

ペットボトルから生まれ変わった
様々な製品

主に焼却

焼却炉

2008年
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BtoB水平リサイクルの意義

中国が輸入を禁止
2018年1月

リサイクル業者繊維・シートメーカー消費者

飲料メーカー

求心力による
国内循環

天然油田（原油） 原料輸入海外原料メーカー

国内原料メーカー ボトルメーカー

販売店

自治体回収

消費者

従来用途への安定的確保と増量

B
to
B

に
よ
る
国
内
循
環
の
増
加

安
全
・安
心

海外

「BtoBループ」＝「Oの字」リサイクルの実現
求心力のある国内資源循環2008年
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BtoB水平リサイクルの意義

サントリー様提供

● 国内資源循環量の拡大

● 石油資源の利用抑制

● ＣＯ２の排出量削減

カーボンニュートラル の実現に貢献
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1㎏あたりのCO2削減量
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CO2削減の実績（過去5年分）
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ものづくり白書・環境白書へ掲載

2010年版 『ものづくり白書』へ掲載 2015年版 『環境白書』へ掲載
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BtoB拡大への課題

課題

1

原料（処理対象物）の確保
・ 容リ協の入札制度   → 量 と 価格 が不安定

・ 事業系廃PETボトルの品質向上・効率的な回収

課題

2

設備能力の不足

・ 新設時における多額の設備投資

・ 事業系廃PETボトルに対応可能な設備への改造
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様との協業

神奈川県藤沢市  様 三菱地所株式会社  様

2022年2月24日に藤沢市役所にて行われた協定式での様子

その他多数市町村、企業との連携推進。

市町村との連携 企業との連携
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廃棄物再利用率100％に向けた取り組み『サーキュラーシティ丸の内』の第2弾

ペットボトルのリサイクル Bottle to Bottle を推進

2022年6月13日 三菱地所㈱様ニュースリリースより引用



世界初 FtoPダイレクトリサイクル
フレークtoプリフォーム
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様との技術協業
CO2削減効果 究極のプラント

再縮合重合反応機



様との技術協業
CO2削減効果 究極のプラント
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世界初 FtoPダイレクトリサイクル
フレークtoプリフォーム



様との協業

合弁会社の設立

敷地面積：48,370平米
インプット ：65,000t
アウトプット：45,000t

2022年4月21日 開所式の様子

J&T環境様の持つ全国規模でのネットワークと、当社のリサイクル

技術を連携・活用することで、効率的な回収網の構築と今まで困難

とされていた事業系ボトルの水平リサイクルを実現しています。
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更なる水平リサイクルの拡大に向けた



動静脈連携による効果

海外輸出量が減少し、国内資源循環量の拡大へ

PETボトルリサイクル推進協議会
年次報告書より引用

図7.使用済みPETボトルの形態別輸出量推移
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動静脈連携の推進に係るまとめ

• 原料の確保（量と品質）
• 適正価格での入札取引
• 効率的な回収網の構築
• 設備増強面でのコスト問題
• 動脈側の温度差

• 各事業者に対してのインセンティブ含めた
支援、仕組みの構築が必要不可欠。
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【まとめ】

【課題】



ご清聴ありがとうございました。
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